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1月14日-16日 410， 411， 413号水槽アクリルガラスの観覧通路面が， 1997年12月末に
金属のようなもので傷つけられて目立つため，傷部分周辺をアクリル用
研磨剤を用いて修理した。






























から採集したソウシハギ幼魚(全長 12~18cm) を， 220号水槽( I原索




ウニ綱J， 0.6m3) に，流れ藻より採集した幼魚(全長約 7cm) 2尾を
収容した。
7月27日 上記カワハギ幼魚が砂を吹いてニホンウミケムシを見つけ出し，捕食す
る様子を観察したので， 215号水槽(I糠皮動物ヒトデ綱J， O. 6m 3) ， 



























































第 1水槽室の海水循環ポンプ (7.5kw) 1台，第 2水槽室の海水循環ポン
プ(3.7kw) 5台・プロワ (2.2kw) 2台・温水ボイラー(17万kcal/h)1台・














































8月12日 413-2号水槽(10.Om 3)で， 8時20分，ゴマフエダイ(全長約75咽)が産卵
(少量)した。雄は飼育していない。当日の飼育水温は28.50C。
8月20日 9月8日 101号水槽(240m3)で，エイラクブカの第死が相次いだ。死亡 6個体中解
剖した 5個体すべてが雌で，過熱卵をもっていた。















12月22日 第 2水槽室地下，第 3循環系統のろ過槽壁に多数のベニクラゲムシが繁
4.その他
7月 1日
9月22日
殖しているのを発見し， 観察を継続している(南紀生物41(2)投稿)。
当館のゴミの処分は，実験所構内の焼却炉とコンポストで処理していた
が，実験所全体からのゴミと共に回収業者に委託することとなった。
13:00頃に和歌山県御坊市付近に上陸した台風 7号により，実験所全体と
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9月23日
9月24日
して甚大な被害を受けたが，当館の被害状況は次の通り。第 1水槽室 2
階の荷揚げ口のアルミ扉が強風によって破られ，雨水と共に海水と浜砂
が吹き込んで，それらが階段を伝い観覧通路側にも流れ込んだ。第 1水
槽室屋上の防水シートがめくれ上がり，吹き飛ばされて，第 3水槽室の屋
上培養室(温室)を直撃し，多数のガラスが割れた。また，生物搬送用ト
ラックのフロントガラスとドアも破損した。その他窓ガラス，パソコン
などに相当の被害があったが，飼育動物や飼育設備機器類は無事だった。
(記事8参照)
停電中であることと被災の後片付けのため臨時休館とした。深夜，電気
が復旧したが雨漏れや海水に浸かった箇所では絶縁不良が多数発生した。
職員全員が被災の後片付けをするため無料公開とした。
(注:文中の飼育水温は，午前9時の測定値である)
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